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オオミズナギドリのイワシ生資採餌に伴う

集団事故死について
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On a Mass Accidental Death of the Streaked Shearwater 

in Sagami Bay 

Kazue NAKAMURA 

Th巴 StreakedSh巴arwat巴rs (Ca!onectアisleucom~ ＇as) are the only breeding 

sp巴ciesamong Proc ~Pav』：ida e in th巴 temperateseas of W巴sternPacific. Th巴y

breed on isl巴tsin th巴JapaneseIslands from Hokkaido to Yaeyama Shoto and 

along the coasts of Korea and Chin旦， andmigrate south 'in winter around East 

China Sea and South巴rnSeas of Japan. Th巴yr巴turnto Sagami Bay, the C巴ntral

Honshu Islands, in March and migrate s;:iuth in November. In Sagami Bay, their 

food in summer mainly cJnsists of small fish，巴sp~cially Japanes-o anchoveys 

(Snr?rau'is japonica〕， ・andrec巴ntlyth巴Yh呂V巴 learnt to fe巴仁lpartly on thes巴

anchov巴yskept in the crawls. 

Th巴 Anchov巴Yfishing by "Aguri n巴t”forliving foつdof bonito fish巴ry,is now 

carried out by two fishing boats, a net is hauled by machine and th巴 anchoveys

caught are transferred from the net to some crawls at sea, and th巴secrawls 

filled with fish ar巴 takengently in tow not to injure fish by a small boat, and 

set in a clam bay. 

The author observed two times a mass accidental death of the str巴akedsh巴ar

waters occutT己clas a result of the us:; mヨ::leby the sp-ocies of the humaηfishing 

activities. When the bコヨtwas mつvingmany hungry shearwaters came swarming 

about the crawls without a cコV巴r-n巴tand plunged into shoals of fish with half 

clos巴dwings. The plunge which was not very de巴p,lasted several seconds , some 

birds were seized vvith the slack of a crawl's net without getting Joos巴 andthey 

almost died by suffoca tiつ九日lth・rngha fεw birdヨwerestill alive b•.tt weakened, 

90 birds of th巴 largest1rnmbe1・diedtogether. As another case of accid巴nt,several 

shearwaters got their body in a tangle 'v¥ ith a cov巴rn巴tof the crawl, which will 

also cause them to die. 



72 ,-1=1H：オオ 1ズブギドリの集団事故死

オオミズナギ ドリ Catonectristeucomelasは， 3月｜マ旬にはすでに相模湾沿岸に姿を

みせる夏鳥で，初夏から秋にかけての季節，特に江の島から城ケ島にかけての沿岸から伊

豆大島近海にかけての沖合は， f長流系のイワシ矧を追う本種がほとんど独占する海域とな

る。11月には 3 繁舶を終えた寸寸ミズナギドリは南への渡り を開始するが，この季節海況

気象の急変で大量の本障が内陸に迷行し焼死することがある（黒田長久 1966）。

1969～’71午ーに引続き， 筆者は’73年9月 （21亘｜〉から10月（3回〉にかけて，漁船を用い

て再度相模湾沿岸の海鳥を観察した。この調査期間中推定1万羽におよぶオオミズナギド

リの大群が接岸したが， このうち三評l'i士｜土島小旧和f宅 （Fig.1）のイワシ生賛で、採餌する群-

れの仁｜

あつた。黒田長久umj笥〉の報告にみるような自然要因による死亡の他に，近年の本種の
イワシ生管への寄食に起因する事故死L、わば人為要因による死亡があり，それが本種の採

倒習性と無関係ではないことを知った。

小文を草するに当り， mi:外調査にご協力いただいた椀須賀市佐島の主！？倉留吉氏，解剖処

理に当り ・;'.fl）ご援助いただいた横浜市野毛山動物園堀浩獣医，同大阪豊獣医，本館山口佳

秀学芸員，並びに矧祭資料をご提供し、ただいた横須賀市博物館林公義学芸員に厚くお礼ヰl

N
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Fig. 1. Map showing the place where some observations were conducted. 
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しあげる。

イワシ生賛におけるオオミズナギトリの採餌習性

生管に収容された全長IOcm前後のカタクチイワシ Engrualisjαρonicaは，陸 ・海鳥の

仰として最適の大きさで，四季に渡り各種の鳥類がこの共通の餌に誘引され，小田和湾に

独自の採餌混棲群が形成される。筆者 (1971）は，この共同探餌場としてのイワシ生管に

直接もしくは間接的に寄食する陸 ・海鳥7科16種を報告した。

筆者 （前掲〉による1970年の調査では，オオミズナギドリの小田和湾への侵入は，海上

に強風の吹く荒天の日に限られていた。しかもカモメ類ほど定着はせず採餌のための湾へ

の出入が激しく落着かなかった。しかし今回の調査で， 天候とは無関係に海上が凪の日に

も，これまでより湾深 く侵入し生賢のイワシを捕食することを知った。本種のイワシ生賛

への寄食傾向が高まったものと考えられる。この傾向は食性を違える Puffinusl{手には全

くみられない。

筆者 （1972）は， イワシ生賛に寄食するカモメ亜目の種聞に飼の奪いあいがあり，順位

のあることを報告した。その中でオオミズナギドリはウミネコから piracyを受けるが，

逆にウミネコに対して piracyを働くことを書いた。更に今回，本種の湾に定着するカモ

メ類との接触が著しくなり，ウミネコがチュウアジサシに対するほど頻繁ではないが，オ

オミズナギドリも生賢治、らイワシをくわえて飛びたつチュウアジサシに piracyを働くと

ころを数巨｜みた。これはイワシ生賛でウミネコの群れに接触した群れの一部にこの行動が

観察されたが，採餌混棲の結果生じたもので，この習性は固定的なものではないであろう。

オオミズナギドリにみる採餌習性の変化は，海岸に進出したコサギについても言える。

Fig. 2. A fe巴dingflock of streaked shearwaters on a moving crawl. 
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74 中小j オオミズナギ ドリのj荘内1専T欣死

197o:i－には20羽未満のコサギを r[r心としたシラサギが生貨についた程度であったが， 1973

ii には内内で係が｜する 11'1冬コサギが：.~1):11¥,1 し， 400 5］）］ をi也えた。$Y；羽のコサギは，湾の生：1"(
で待機し， ／1[1i"I から lえ 1 J されてくる別の生貨をめざして1［~び攻ち，移動中のとt管でカタク

チイワシを捕食するまでに56反している（1[1村 ・未公表〉。

オオミスナギ ドリの イワン守泣における採何習性は， ｜当然伏態でのそれと基本的には：A

りはない。相模湾ではマサパ Scom)erjaρonicus, ヒラソウダ Auxisthazαrdなと

のサパヂ｜の，旬、'.JJIやシイラ Coryhaenahiρρurusなどが｜す｜塊状に海面下に追いあげた力タ

クチイワ シの治ιれにオオミズナギ ドリが密集するいわゆる 「ニギワイ 」をみせる。

と｜三官で薪wして保有印するよ易令， l～2mの高さから；J<.I二1-1に突入して氏を捕えて浮上する0
:it=令に 7]<. 1 -1-11こもくることはあるが／1~ さ はせいぜい l mどまりで！時間にして数秒程度であるつ

これはハ イイロミズナギドリの潜水（仁living）採｛illc KURODA 1954）とは区別されるもの
てv突入 （plunging）係日｜；であるわ しかし生氏の潟市｜直下に多量のイワンの群れがあると

き，カモメ訂lLants spp.のように浮遊して海1m卜のイワシをl政食することがあり， 2～ 
数回｜燃をi毎回｜に入れることをIくり返し 3 次の［｜舜間契を＇／土開 きにして突入するじまた生省ーの

緑にiiーまり旬、をねらう ことがある

事故死の状況

19731'Jc. 9 J'J rn 1c1〔快晴)JE¥), '11.!fiJJ, ;(;Jj・倉儲吉氏所有の漁船で佐島湾をIllてまもなく湾内
の生管周辺に浮いていたオオミズナギドリ26羽中25羽の新鮮な姥死体を採集し，衰弱して

浮いていた 6羽を船に数Ll)Jしたコこの背後8IIザ50分頃更に湾口付近で秋谷川1から船に曳行

Fig. 3. Showing the slack of crawl's net which streaked shearwaters plunge into it 

without getting loose 
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Fig. 4. A flock of streaked shearwaters seized with the slack of a crawl’s net. 

Fig. 5. 94 birds surfaced when a crawl was stopped and only four survived out of the 

whole but weakened. 
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76 中村：オオミズナギドリの集団事故死

されてくる生賢の一つで，実際に多数のオオミズナギドリに事故死が生じている現場をみ

てこの事故が本種の採餌習性に密接な関係のあることを知り，死亡原因が明らかになった。

沖合でアグリ網により捕獲されたカ タクチイワシは，小船に曳行された生笠に引渡され，

江の島沖からの場合は約1日，葉山沖からでは7時間ほどの時間をかけて，イワシが傷つ

かないように低速で小田和湾まで曳行される。

このようなとき前述のオオミズナギドリの自然状態に1i＇；＇ける「ニギワ イ」を同じ状況が

再現され，事故死はこのとき起る（Fig.2）。即ち生賛は低速ながら動いているため，進

行方向に生貨の綱の一部がたるみ，これが袋状になる とき，生貨に集に｜コした群れのうち何

羽かがこの網の中に突入して抜け出られなくなり窒息死する（Fig.3）。網の一部が海面

に出る場合， この部分に入った鳥だけがかろうじて呼吸が可能で生き残る（Fig.4）。10

時30分生貨は湾内に到着して設置されると同時に94羽が浮上した（Fig.5）が，すでに90

羽が死亡しており，わずか4羽だけが生き残り，うち 2羽を船に救助した（Fig.6）。生貨

の所有者は生賛内でこれらの死鳥が腐敗するのを防ぐため海上に投棄する。最初にみた本

種の散在した死体はこのように生管外に棄てられたものであった。この他，別の生詑で同

じ事故で死亡した 3羽の箆死体をみているのでこの日一日で126羽が死亡したことになる。

同様な事故死例を横須賀市立｜専物館林公義氏が9月13日荒崎の漁港に設置されたマイワシ

Fig. 6. 

Two streaked shearwa 

ters rescued from dro 

wning, which has no 

flight pow巴r.

Fig. 7. 

A weakened streaked 

shearwater, which will 

be drowned 
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生設で18羽のオオミズナギドリが死んでいたのをみておられるが，この種の事故死がイ ワ

シ生管採許可で常に起る訳ではない。

かろうじて網から出られても長時間休の大部分が水中にあるため全身がぬれてや~が消粍

〈おそらく体温低下も〉し，体後半は沈下し海面から飛び立てない。残された体力は，両

翼を水中でバタフライ式に打ってかろう じて沈下するのを防ぐ粍度であった。遠くから一

見すると本種の水浴の型に似’るがはるかに弱々しL、。

現に最初に救助した6羽のうち 1羽は，水中て1本を くねらせほとんど呼吸のできる状態
ではなく溺死寸前であった。生き残ってもほとんどこのようにして死亡すると思われ，こ

の種の事故の死亡率は極めて高いと言える（Fig.7）。

救助した8羽は船上で体が乾わくにつれて徐々に体力を回復し，羽づくろいに続いては

ばたきを開始したが， 衰弱の程度により回復時間に差を生じ， 2～数時間を要した（Fig.

8）。8羽は回復後船より順次放鳥した。

採集した25羽について外部計測を行ない胃内容物を調査した。幼，成鳥の区別は黒団長

久 （前掲〉に準じたが，25羽中維は成鳥唯一羽で残りは全て雌成鳥 （亜成鳥を若干含む〉

であった。マイワシを捕食していた l羽を除いて全てカタクチイワシを食っていた。胃内

容：物の消化程度を 3段階に分け，ほとんど新鮮なものについては餌の大きさ を計測した。

捕食されたカタクチイワシ13尾の平均全長は10.7cmであった（表 1）。

その他の事故死
． 

オオミ ズナギドリは， 鳥除けの網が生貸にかけられてあっても網の上から生管の魚を捕

Fig. 8. A streaked shearwater 

recovering 
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Table 1. Measur巴mentand stomach cont巴nts of the streaked sh巴arwater

Stomach contents 
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Notes ，ドAllfish eaten were Englaulis jaρo刑ca巴xceptNo. 13 and number of the only 
fresh fish from stomachs was counted.ネ＊SardinoPsmelanostica of total length 170トmm.

f ; extremely digested ff , half digested fff , mostly fresh ー；absent

315 538 cs 25 

Fig. 9 

A streaked shearwater 

got its body in a tangle 

with a cover-net of a 

crawl 
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食するο 特に10月5日，海上は波高く，11'8からの風がう釦、日，秋谷よりの笠烏付近の生1"(
に木極の大群がつき 3 網の上からカタクチイワシを活発にというよりはむしろ狂乱状態で

採併する状況がみられた。小規模ながらこのようなときも事政死が生じる。網があるため

空中からの突入採餌はできず，多く は綱の上に飛び降りて波浪により網の上まで海閣に浮

上した弱魚をねらって大群が集中した。すでに腐敗した l羽と，死後まもなL、1羽の他に

2羽が網目に体をとられもがL、ていた。 911寺30分から 111年間足らずのうちに2羽が網にか

かり， 1羽だけを救助て。きた。逃げだそうとしてもがくうちに複雑に網目に体がとらえら

れてしまい，最後には身動きできなくなり表弱死する（Fig.9）。10月2日に湾内でも網

にからまった腐敗死体1羽をみて， H7191Jを忍録した。カモメ Laius spp.でも綱の上か

ら捕食するものをみるが，このような＇ j＼.故死はみていない。

まとめ

I匠流系のイワシ類に強く依存するオオミズナギドリが近年相模湾沿岸の漁港，特に三対l

半島ノj、田和湾に侵入し，湾内に設置されるカタクチイワシ生費に寄食する傾向が高ま った。

沖合から小船に曳行されて湾まで述ばれるイワシ生賛にも空腹の大群が密集し，自然状況

における「ニギクイ」と同じ状態となる。この動く生笠の網の一部が後方に流され，たる

んで袋状となった部分に群れの一部が突入し，多数のオオミズナギドリが死亡することを

報告した。海面に浮いた網の－1'filでは，少数のものが呼吸可能で、生き残るが， 穴部分のも

のが窒息死する。たとえかろうじて生き残っても衰弱死につながり， 死亡率は高い。

移動している生貨での採何（河内の1抑止した生貸では網に休をとられて少数が死亡する

のみ〉の際この種の事故が必ずしもι，：；＼・に起るとは限らないが，1「lで126羽が事故に迎辿

し116羽が死亡した。一つの生貨で故高90羽が ー度に死亡した。この障の事故に対する具

体的な対策は今のところなにもなL、。
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